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第二 くろまぐろ（大型魚） 

１ 都道府県別漁獲可能量について本県に定められた数量 

32.7トン 

２ 知事管理区分に配分する数量 

都道府県別漁獲可能量について本県に定められた数量のうち 3.0 トンを

留保とし、残りを次の通り知事管理区分に配分する。 
 

月まで） 

神奈川県くろまぐろ（小型魚）定置漁業（４月から６

月まで） 
4.9トン 

神奈川県くろまぐろ（小型魚）定置漁業（７月から９

月まで） 
8.7トン 

神奈川県くろまぐろ（小型魚）定置漁業（10 月から

12月まで） 
18.8トン 

神奈川県くろまぐろ（小型魚）定置漁業（１月から３

月まで） 
7.4トン 

知事管理区分 配分する数量 

神奈川県くろまぐろ（大型魚）漁船漁業 22.6トン 

神奈川県くろまぐろ（大型魚）定置漁業 7.1トン 

 

第二 くろまぐろ（大型魚） 

１ 都道府県別漁獲可能量について本県に定められた数量 

28.6トン 

２ 知事管理区分に配分する数量 

都道府県別漁獲可能量について本県に定められた数量のうち 3.0 トンを

留保とし、残りを次の通り知事管理区分に配分する。 

 

 

月まで） 

神奈川県くろまぐろ（小型魚）定置漁業（４月から６

月まで） 
4.2トン 

神奈川県くろまぐろ（小型魚）定置漁業（７月から９

月まで） 
6.8トン 

神奈川県くろまぐろ（小型魚）定置漁業（10 月から

12月まで） 
13.6トン 

神奈川県くろまぐろ（小型魚）定置漁業（１月から３

月まで） 
5.3トン 

知事管理区分 配分する数量 

神奈川県くろまぐろ（大型魚）漁船漁業 19.5トン 

神奈川県くろまぐろ（大型魚）定置漁業 6.1トン 

下線部が変更箇所  
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令和７管理年度くろまぐろ小型魚の漁獲可能量 

知事管理区分（小型魚） 変更前 変更後 増減量 

漁船漁業 第1四半期 1.0 1.0 0 

第2四半期 1.0 1.4 +0.4 

第3四半期 6.3 8.5 +2.2 

第4四半期 4.7 6.3 +1.6 

定置漁業 第1四半期 4.2 4.9 +0.7 

第2四半期 6.8 8.7 +1.9 

第3四半期 13.6 18.8 +5.2 

第4四半期 5.3 7.4 +2.1 

留保枠 4.8 4.8 0 

合計 47.7 61.8 14.1 

 

※参考 小型魚の当初配分における漁業種類別の分配の考え方 

 漁業種類、漁期ごとの漁獲可能量ともに、直近 10年間の漁獲実績に応じて配分。ただし、漁期

ごとの漁獲可能量は、直近の漁獲状況に応じて一部調整。 

 

２．大型魚 

変更後の漁獲可能量 32.7トン（追加配分量 4.1トン） 

 

 配分方法 

 追加配分については小型魚と同様に、留保枠には分配せず、当初配分の比率に応じて分配する。 

 

番号 漁船漁業 定置漁業

1 大型魚の追加割り当て量 ・・・①

2 令和７管理年度における当初割当量 ・・・② 19.5 6.1

3 令和７管理年度における当初割当量の比率 ・・・③ 76.2% 23.8%

4 両漁業種類で按分 =①×③ 3.1 1.0

4.1

令和７管理年度における追加割り当ての計算

 
 

変更後の令和７管理年度くろまぐろ大型魚の漁獲可能量 

知事管理区分（大型魚） 変更前 変更後 増減量 

漁船漁業 19.5 22.6 +3.1 

定置漁業 6.1 7.1 +1.0 

留保枠 3.0 3.0 0 

合計 28.6 32.7 +4.1 

 

※参考 大型魚の当初配分における漁業種類別の分配の考え方 

１． これまでの大型魚の漁獲実績は、漁船漁業、定置漁業ともに漁獲抑制がかかった上での実績

であることを考慮して、直近３年間の最大実績値を基準に配分数量を算定。 

２． 漁船漁業、定置漁業ともに、R３～５年度における最大実績値を配分する。 

３． 各漁業種類の最大実績値を配分した後の残余分は、直近５年間の最大実績値の比率に応じて

按分する。 

                                                                                      7                                                                                      
 


